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　　今回の「美保中会」は

御崎の風
校訓「自主　友愛　健康」　学校教育目標「自ら考え、協働し、未来を創る生徒の育成」

海と朝日の美保関学園　松江市立美保関中学校だより

　１月２０日（火）、本校体育館において、生徒

会主催による「美保中会」を開催しました。この

会は、生徒の皆さんに生徒会活動への興味をもっ

てもらうとともに、生徒会や学校についての理解

を深めることを目的として行われました。

　はじめに、生徒会役員から今年度のスローガン

が発表されました。スローガンには、よりよい学

校づくりに向けた生徒会の思いや決意が込められ

ており、全校生徒が真剣に耳を傾けていました。

　続いて行われたクイズ大会は、人権集会の縦割

りグループ対抗で行われ、学校や生徒に関する問

題が出題されました。身近な内容でありながら、

改めて知ることも多く、生徒たちは楽しみながら

学校への理解を深めていました。会場は大いに盛

り上がり、笑顔と歓声に包まれました。

　結果発表では、上位のグループが表彰され、大

きな拍手が送られました。今回の美保中会を通し

て、生徒会の役割や学校のことをより身近に感じ

るとともに、学校の一員として主体的に関わろう

とする意識を高める機会となりました。

　今後も生徒会を中心に、生徒一人一人が学校生

活をよりよいものにしていこうとする取組を大切

にしてまいります。


　　　吹奏楽部ソロコンサート


　１月２４日（土）、本校音楽室において、吹奏楽部による

ソロコンサートを開催しました。部員がそれぞれ異なる曲目

に挑戦し、日頃の練習の成果を生徒や保護者の前で披露しま

した。

　一人ひとりが緊張感をもって演奏に臨み、音楽室には温か

い拍手が響きました。ソロ演奏ならではの表現力や個性が感

じられる、発表の場となりました。ご来場いただいた皆様、

ありがとうございました。今後も吹奏楽部の活動へのご理解

とご支援をよろしくお願いいたします。



美保関中HP

　　　　３年生へ激励をいただきました　


　　　特別授業「夢の教室」


　第20回松江市特別支援幼児教室・特別支援学級・特

別支援学校合同「ゆうあい作品展」が２月１１日から

１６日まで島根県立美術館で開催され、本校も日頃の

学習活動の成果を発表しました。

　生徒の学習の成果を多くの人に見ていただき、生徒

にとって達成感や自信につながりました。

　ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

　1月2８日、「JFAこころのプロジェクト『夢の教室』」を、２年

生を対象に開催しました。

　この日は、武術太極拳の日本代表として国際大会などで数々の実

績を持つ市来崎大祐さんを講師にお迎えしました。前半の「ゲーム

の時間」では、体を動かしながら「協力」「思いやり」「全力で取

り組むこと」「ルールを守ること」の大切さについて学びました。

後半の「トークの時間」では、挑戦の過程で必要な心構えや、失敗

を恐れず前に進む姿勢についてうかがいました。

　２年生は「夢シート」を使って、好きなことや得意なこと、将来

の夢、そのためにできること、やってみようと思うことを記入しま

した。多くの生徒が「夢をもって頑張りたい」という気持ちをもつ

ことができました。

　JAしまね様から本校３年生全員に、学業成就を願う「学業

成就米」が贈られました。この「学業成就米」は、島根県産

の「きぬむすめ」を使い、学問の神様である菅原道真を祀る

菅原天満宮で祈祷された特別なお米です。贈呈は受験を控え

る生徒たちへの激励として行われました。

　生徒は、贈られたお米を手にしてとても喜び、受験に向け

た意欲を新たにしていました。

　ご提供いただいたJAしまねのみなさまには、心より感謝申

しあげます。

　３年生は、このエールを力に、一層勉学に励むことと思い

ます。

くわしくはホームページで

　　ゆうあい作品展に出品　




　　　　　学校説明会を開催しました　


　　　スマホサミット2025



　オンラインで開催された、「スマホサミット2025」に

本校から生徒会長と副会長が代表として参加し、松江三

中、湖東中の皆さんと一緒に、これからのスマホやSNSと

の付き合い方について考えました。

■各校の取組発表

　サミットの前半では、各校が取り組んでいる活動につい

て発表を行いました。本校からは、次の4つの取組を紹介し

ました。

①講演会「スマホ社会のあなたの未来」参加（全校）

②講演会「AIが創る世界と私たちの責任」参加（１年生）

③キャリア学習「SNSでのトラブル・詐欺・悪徳商法への　

　　　　　　　　対策」（２年生）

④学園共通目標「めざそう３と３０！」

■ディスカッション「SNSの使い方」

　まず、SNSに関するトラブルや嫌な思いをした事例とし

て、「なりすまし」や「誹謗中傷」のほか、「オンライン

ゲーム中の悪口」や「勝手に人の写真をコラージュして投

稿される」といった問題が次々とあがりました。

　これらのトラブルを防ぐためには、「怪しいサイトには

アクセスしない」「ネットで知り合った人を安易に信用し

ない」「投稿する前に立ち止まって考える」など、多くの

意見があがりました。

　「中学生に利用制限は必要か？」という問いに対して、

他校では7割以上の生徒が「必要である」と回答したという

驚きの結果も紹介されました

■感想発表

　サミットを終えて最後に、各校代表者が

感想を述べ合いました。本校からは生徒会

長が印象に残った内容や今後のスマホとの

つきあい方への姿勢について述べました。

　スマホは非常に便利な道具ですが、使い

方次第では誰かを傷つけたり、睡眠不足な

ど自分の生活を壊したりすることもありま

す。

　皆さんも自分自身の「SNSとの距離

感」や「我が家のルール」について、改め

て考えてみませんか？

　２月６日、本校に入学予定の小学6年生と保護者を対象に、

学校説明会を実施しました。今年度は中学校生活をより具体的

にイメージできるよう、児童にも参加してもらう形で開催しま

した。説明会では、本校の教育方針や学校生活についての説明

に加え、児童は中学1年生から学校生活について直接話を聞き

ました。また、入学前課題の説明を真剣に聴くなど、入学に向

けた意欲的な姿が見られました。今回の説明会が、入学を控え

た児童・保護者の皆様にとって、安心して中学校生活を迎える

一助となることを願っています。



　　３月の予定　　

学校運営協議会で　　

　２月１７日、本校にて学校運営協議会

と学園教育推進会議を行いました。

   本校の学校評価結果を共有し、今後の

取組について一緒に考えていただきまし

た。

【今年度の取組の成果】

・主体性と当事者意識、目的意識の向上

・学校生活への高い満足度

・協力的な雰囲気　・地域との関わり

・学びと成長の実感　

・環境、支援体制への高い満足度

【課題】

・学びを深める行動（調べる、読書）

・家庭での生活習慣（学習時間の不足、

　TV・ゲーム・SNS使用の長時間化、

　睡眠時間の不足、むし歯・視力低下）

・体力・運動能力

【今後取り組むこと】

・学校での生徒の主体的な姿を積極的に

　発信し、保護者と共有する

・学習の振り返りの視点や方法を教職員

　間で研究・改善する

・学校での学びを家庭での自律的な学習

　習慣へとつなげる具体的な取組を行う

・家庭と連携して生活習慣の改善に向け

　た取組を行う

・第１学年段階からキャリア教育の充実 

　を図るための計画の見直しと、進路に

　ついての家庭との双方向の情報共有を

　充実させる

３月　２日（月）　地域あいさつ運動

　　　４日（水）　島根県公立高入試（学力検査）

　　　５日（木）　島根県公立高入試（面接）

　　　　　　　　　鳥取県公立高入試（学力検査）

　　　　　　　　　３年生給食最終日

　　　６日（金）　鳥取県公立高入試（面接）

　　　　　　　　　卒業証書授与式準備

　　　７日（土）　卒業証書授与式

　　　９日（月）　振替休業日（3/7）

　　１０日（火）　マラソン強調週間

　　１２日（木）　カウンセラー来校

　　１３日（金）　島根県公立高合格発表

　　　　　　　　　新入生物品販売

　　１６日（月）　鳥取県公立高合格発表

　　１７日（火）　校内マラソン大会

　　　　　　　　　生徒会専門委員会

　　２３日（月）　給食最終日

　　２４日（火）　修了式、離任式

心温まる声が届きました

　先日、外部の方から本校の生徒の様子について、

大変うれしいお電話をいただきました。

　その方がコミュニティバスに乗車されていた際、

本校の生徒数名が同じバスに乗り合わせていたそう

です。生徒たちは、他の乗客が乗車された際、その

方が通りやすいように体勢を変えるなど、気配りを

行っていたとのことでした。また、降車の際には運

転手さんに「降ります」とはっきりと伝える姿も見

られたそうです。

　決して特別なことではないかもしれません。しか

し、公共の場で周囲を思いやり、当たり前のことを

当たり前にできる姿に、感心されたようです。

　その方は町外にお住まいの方でしたが、本校生徒

のふるまいについて学校にお知らせくださったこと

に、職員一同、大きな喜びを感じております。

　これからも、地域の中で信頼され、周囲を大切に

できる生徒の育成に努めてまいります。
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